
地域
リーダー

育成

プロジェ
クト

高校生と地域の大人との対話を通じた人材育成に取り組む「地域リーダー育成プロジェクト」。
５年目となる令和元年度の取り組みを紹介します。

問い合わせ　地域振興課　松浦　㉓0053

　

市
で
は
、
高
校
と
地
域
が
連
携
・

協
働
し
、
①
地
域
に
誇
り
を
持
つ

②
将
来
、
地
域
を
担
う
③
地
域
の

課
題
解
決
に
貢
献
す
る
人
材
を
育

成
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
27

年
度
か
ら
、
市
内
に
あ
る
県
立
榛

原
高
校
・
相
良
高
校
と
「
地
域
リ
ー

ダ
ー
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実

施
し
て
き
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
度
は
、
６
月
か
ら
７

月
に
「
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
」、

８
月
以
降
に
「
対
話
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
を
実
施
し
、
延
べ
６
０
２
人

の
高
校
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
で
は
、
市

の
認
定
を
受
け
た
市
民
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
が
講
師
と
な
り
、「
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
や
「
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
」
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。

　

対
話
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
研
修
よ
り
詳
し
く
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
手
法
や
ス
キ

ル
を
学
ぶ
も
の
や
、
市
内
事
業
所

な
ど
の
協
力
に
よ
り
、
企
業
の
事

業
内
容
や
地
域
に
つ
い
て
学
ぶ
も

の
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
で

19
個
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

参
加
し
た
高
校
生
か
ら
は
「
高

校
生
と
し
て
市
に
貢
献
し
た
い
と

い
う
思
い
が
す
ご
く
で
き
た
し
、

自
分
の
知
識
が
増
え
て
よ
か
っ

た
」「
地
域
の
魅
力
の
発
信
方
法

に
つ
い
て
考
え
た
い
と
思
っ
た
」

「
世
代
の
違
う
人
と
関
わ
る
こ
と

令和元年度の流れ

から未来 につなげるの行動

参加者の声

これまでなかった考え方が
できるようになった

２年間、地域リーダー育成プ
ロジェクトに参加させていた
だきました。この活動を通じ
て、地域に対しての知見が深
まるだけでなく、多くの人と
の会話を通じて、これまでの
自身にはなかった考え方がで

人前で話すことが得意に
なった

私は人前で話すことが苦手な
タイプだったんですが、clip
（ファシリテーターの団体）
の皆さんや地域の人が話しか
けやすかったので、得意にな
りました。
また、内容が毎回違って、新

学校・学年は関係なく一緒に学ぶ

ＯＢ・ＯＧも参加

高校生がグラフィッカーとして活躍

スキルアップ研修Ⅰ
▶ファシリテーション
▶講演会
 　（同）Active Learners 
　共同代表　
山
や ま の う ち

ノ内 凜
り ん た ろ う

太郎氏
▶グラフィック

スキルアップ研修Ⅱ
ファシリテーションの手
法やファシリテーターと
してのスキル向上を目指
し、手法習得に特化した
４つのプログラムを実施
しました。

協力事業所などによる 
プログラム
牧之原消防署や矢崎総業
株式会社などの協力によ
り、さまざまなテーマで
15のプログラムを実施
しました。　

に
意
義
を
感
じ
、
よ
り
物
事
を
多

面
的
に
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
」
と
い
っ
た
感
想
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
参
加
し

た
高
校
生
に
地
域
貢
献
の
気
持
ち

が
芽
生
え
た
こ
と
や
、
人
と
の
関

わ
り
・
対
話
の
重
要
性
を
学
ん
だ

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

（＊）令和２年３月時点

６
月
〜
７
月

７
月
〜
令
和
２
年
１
月

協力事業所でのプログラム消防署員とのワークショップ

ファシリテーターに認定された高校生

「グラフィック」とは
対話のプロセスを、文字や絵
で可視化することです。
グラフィックの効果として、
話し合いの内容を記録として
振り返ることができ、内容を
共有しやすくなることなどが
あります。

◀  実際のグラフィックの例

相良高校３年（＊）
遠
え ん ど う

藤圭
け い と

人さん
榛原高校１年（＊）
久
く さ か

坂律
り つ

さん

しい思考を知ることが楽しかったです。話すこと
が苦手な人にもぜひ参加してほしいです。

きるようになりました。この活動に、今後も多く
の人が参加してくれると嬉しいです。

「対話」「対話」 未来 行動
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